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　主な条例の一部改正　
　職員の定年年齢を60歳から65歳へ
○氷川町職員の定年等に関する条例の一部改正
　　地方公務員法の一部が改正され、定年年齢が引

上げられたため、関係規定を整備しました。定年
年齢が段階的に引き上げられ65歳定年となりま
す。

○氷川町一般職の職員の給与に関する条例の一部改
正
○氷川町職員の降給に関する条例の一部改正
○氷川町技能労務職員の給与の種類及び基準を定め
る条例の一部改正
○氷川町職員の勤務時間、休憩等に関する条例の一
部改正
○氷川町職員の育児休業等に関する条例の一部改正
　　地方公務員法が改正され、定年年齢が引上げら

れたことにより、町条例の関係規定を整備しまし
た。

　職員の期末手当支給率等を変更
○氷川町一般職の職員の給与に関する条例の一部改
正
○氷川町一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の一部改正
○氷川町フルタイム会計年度任用職員の給与等に関
する条例及び氷川町パートタイム会計年度任用職
員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の
一部改正

　　令和4年人事院勧告に基づく国家公務員の給与
改定に伴い、氷川町の一般職員の職員給与の条例
を整備しました。

　議員・町長等の期末手当支給率を変更
○氷川町報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
○氷川町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改
正

　　議会議員及び町長等の期末手当の支給率を改正
するため、条例を整備しました。

　条例の制定　
　過疎地域の持続的発展支援策
○氷川町過疎地域の持続的発展の支援に係る固定資
産税の課税免除に関する条例

　　氷川町過疎地域持続的発展計画に記載された産
業振興促進区域内に於いて、一定の事業用資産を
取得した製造業、情報サービス業等、農林水産物
等販売業、または旅館業について固定資産税の課
税免除を行うため、条例を制定しました。

　会計処理を企業会計に変更
○氷川町下水道事業の設置等に関する条例
　　下水道事業に地方公営企業法第2条第2項の財

務規定等を適用するため、条例を制定しました。

　補正予算　
○令和4年度氷川町一般会計補正予算（第9号）
　　歳入歳出それぞれ5億3287万円を追加し、予

算の総額を歳入歳出それぞれ87億5327万円とし
ました。

主な歳出予算

●総務費
　特別旅費（竜北西部学童保育所関係） 380万円
　ふるさと納税事業支援業務委託料 1億7400万円
　ふるさと氷川応援基金積立金 2億9000万円
　
●民生費
　障害福祉サービス費等 2200万円
　放課後児童クラブ健全育成事業（コロナ対策）
 132万円
　出産・子育て応援給付金 500万円
　物価高騰対策事業（保育所等分）補助金 178万円
　保育環境改善等事業（安全対策事業）補助金
 108万円
　竜北西部学童保育所整備事業関係費 325万円

●農林水産業費
　畳表張替助成事業補助金 30万円
　主食用米・販売力強化緊急支援事業補助金
 80万円
　次世代型果樹園モデル実証事業補助金
 502万円

●消防費
　消防用施設整備補助金 9万円
　避難所用折りたたみベッド購入費 45万円

●教育費
　竜北歴史資料館電気料 21万円

〇令和4年度氷川町一般会計補正予算（第8号）
　　歳入歳出それぞれ1億6918万円を追加し、予

算の総額を歳入歳出それぞれ82億2040万円とし
ました。

主な歳出予算

●総務費
　新型コロナウイルス感染症対策地域振興券関係費
 5900万円
　
●民生費
　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金関係

費 7738万円
　地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金事業費

補助金 773万円

●農林水産業費
　肥料価格高騰対策事業補助金 1312万円
　
●土木費
　町道高速道側道1号線道路改良測量設計業務委託

料（立神地区） 210万円

ふるさと氷川応援基 金へ 2億 9000万円積立
令和4年

12月議会
令和5年度　氷川町一般会計 補正予算 5億3287万円 決まる

　令和4年第6回氷川町議会定例会が、12月8日から15日までの8日間の日程で開
催されました。主な議案は、地方公務員法の改正に伴うもので関連の町条例を一部
改正。また、人事院勧告に基づき、職員の給与、期末手当の支給率の変更等に関連
する条例の一部改正。令和4年度氷川町一般会計補正予算（第9号）5億3287万円
など、すべての議案を可決しました。なお、一般質問は2名の議員が行いました。

令和4年10月臨時会

議会だよりひかわ45号
P2・3 令和4年12月定例会　
P4 常任委員会審査報告
P6 そこが聞きたい…一般質問
　　　　2議員が町政を質す
P8 全員協議会・研修
P10 議会研修
P11 一部事務組合
P12 ひと…焼き芋販売
　　　　　　　　前﨑幸宏さん

宮原浄化センター

次
の
ペ
ー
ジ
は　

委
員
会
審
査
報
告
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
慎
重
に

審
議
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
・
一
部

賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

○
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

管
理
職
の
処
遇
・
定
員
管
理

吉
川
委
員　

管
理
職
の
異
動
の
特
例
と
は

ど
う
な
る
の
か
。

総
務
課
長　

管
理
職
は
、
原
則
と
し
て
60

歳
を
役
職
定
年
年
齢
と
し
管
理
職
以
外
の
職

に
降
任
し
ま
す
。
特
例
は
、
役
職
定
年
に
よ

り
降
任
せ
ず
１
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
延
長

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、

異
動
期
間
の
初
日
よ
り
起
算
し
て
３
年
を
限

度
と
し
て
い
ま
す
。

清
田
委
員　

今
後
の
職
員
の
採
用
は
ど
う

な
る
の
か
。

総
務
課
長　

職
員
の
定
員
管
理
に
つ
い
て

は
、
長
期
的
な
見
通
し
が
必
要
で
あ
り
、
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

○
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

給
与

吉
川
委
員　

60
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
給
料
が

３
割
さ
が
る
の
か
。

総
務
課
長　

60
歳
を
超
え
た
職
員
の
給
与

は
、
60
歳
時
点
の
給
与
の
７
割
水
準
と
な
り

ま
す
。

吉
川
委
員　

人
事
院
勧
告
に
従
わ
な
か
っ

た
ら
ど
う
な
る
の
か
。

総
務
課
長　

人
事
院
勧
告
に
従
わ
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
、
罰
則
な
ど
の
不
利
益
に
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
情
勢
適
応
の
原
則
や

均
衡
の
原
則
に
よ
り
、
国
家
公
務
員
に
準
じ

て
行
っ
た
も
の
で
す
。

〇
氷
川
町
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の

支
援
に
関
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

　

製
造
業
の
対
象

吉
川
委
員　

竜
北
地
区
の
支
援
に
な
る
が
、

製
造
の
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
。

税
務
課
長　

製
造
業
の
範
囲
に
特
別
の
縛

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
情
報
処
理
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、
竜

北
地
区
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
の
販
売
や
そ

の
農
産
物
を
原
材
料
と
し
て
製
造
・
加
工
し

た
も
の
を
販
売
す
る
業
種
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

長
尾
委
員　

畳
替
え
は
補
助
に
な
る
の
か
。

税
務
課
長　

該
当
施
設
の
改
修
等
に
含
ま

れ
れ
ば
支
援
の
対
象
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

三
浦
委
員　

５
０
０
万
円
以
上
で
な
い
と

補
助
は
出
な
い
の
か
。

税
務
課
長　

建
物
や
機
械
・
設
備
等
償
却

資
産
の
取
得
等
の
価
格
が
５
０
０
万
円
以
上

で
あ
る
場
合
に
固
定
資
産
税
の
課
税
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

〇
令
和
４
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）

　

企
画
費
の
特
別
旅
費

片
山
委
員　

総
務
費
の
企
画
費
の
特
別
旅

費
３
８
０
万
円
の
内
容
は
。

企
画
財
政
課
長　

竜
北
西
部
学
童
保
育
所

の
落
成
式
に
伴
い
、
ペ
ル
ー
共
和
国
か
ら
平

岡
ル
イ
ス
氏
夫
妻
を
招
待
す
る
際
の
航
空
運

賃
と
熊
本
で
の
宿
泊
関
係
費
用
で
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報
告�

委
員
長
　
木
下
　
厚

竜北西部学童保育所（後方は西部小学校）

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
は

慎
重
に
審
議
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
氷
川
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

西
尾
委
員
長　

４
月
１
日
か
ら
遡
及
し

適
応
す
る
障
害
手
当
金
の
支
給
申
請
の
内

容
に
つ
い
て
。

町
民
課
長　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
感

染
し
、
休
業
し
た
被
保
険
者
の
傷
病
手
当

金
を
遡
及
支
給
す
る
も
の
で
す
。
該
当
し

な
い
条
文
を
削
除
し
、
支
給
す
る
旨
の
条

文
を
繰
り
上
げ
る
も
の
で
す
。

〇
氷
川
町
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

業
務
や
事
務
の
変
更
点

西
尾
委
員
長　

従
来
の
下
水
道
使
用
料

収
納
業
務
や
取
扱
い
事
務
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

使
用
料
収
納
業
務
は

現
在
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
、
経
理
は
新

し
い
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
後
は
複
式
簿
記
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
業
務
上
の
説
明
は
、
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

〇
令
和
４
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）

　

学
童
保
育
所
落
成
式

上
田
俊
孝
委
員　

竜
北
西
部
学
童
保
育

所
の
落
成
式
は
い
つ
の
予
定
か
。

福
祉
課
長　

落
成
式
を
令
和
５
年
３
月

31
日
に
、
西
部
小
学
校
の
体
育
館
で
予
定

し
て
い
ま
す
。

米
村
議
長　

竜
北
西
部
学
童
保
育
所
の

整
備
に
か
か
っ
た
期
間
は
。

福
祉
課
長　

令
和
２
年
度
に
用
地
購
入

と
用
地
造
成
設
計
、
令
和
３
年
度
に
造
成

工
事
と
建
設
整
備
工
事
設
計
、
令
和
４
年

度
に
建
設
整
備
工
事
の
３
カ
年
で
す
。

　

子
育
て
支
援

西
尾
委
員
長　

出
産
子
育
て
応
援
給
付

金
の
５
０
０
万
円
の
制
度
に
つ
い
て
。

福
祉
課
長　

50
人
の
支
給
を
見
込
み
、

妊
娠
届
出
時
に
５
万
円
、
出
産
届
出
時
に

５
万
円
が
４
月
１
日
ま
で
遡
及
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

畳
表
張
替
助
成
事
業
の
状
況

松
田
委
員　

畳
表
張
替
助
成
事
業
補
助

金
で
30
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
年

間
で
何
枚
程
度
の
補
助
を
町
は
行
っ
て
い

る
の
か
。

農
業
振
興
課
長　

通
常
は
１
０
０
０
枚

分
で
、
今
年
度
は
５
０
０
枚
分
で
し
た
。

予
約
を
含
め
申
請
が
５
０
０
枚
を
超
え
た

た
め
の
補
正
で
す
。

〇
令
和
４
年
度
氷
川
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

飯
田
委
員　

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
策
定
業
務
委
託
料
の
１
５
０
０
万
円

は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

具
体
的
な
事
例
で
は
、

宮
原
処
理
区
か
ら
の
汚
水
処
理
量
が
、
豪

雨
の
際
も
全
量
が
送
水
可
能
か
、
一
時
貯

留
施
設
も
勘
案
し
て
、
過
去
の
デ
ー
タ
を

基
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
も
ら
う

も
の
で
す
。

　

汚
泥
等
の
堆
肥
化

米
村
議
長　

資
材
や
肥
料
等
価
格
が
高

騰
し
て
い
る
現
状
だ
が
、
北
部
流
域
浄
化

セ
ン
タ
ー
施
設
内
で
汚
泥
等
を
堆
肥
化
し

て
配
布
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

調
査
い
た
し
ま
す
。

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告�

委
員
長
　
西
尾
正
剛

次
の
ペ
ー
ジ
は　

一
般
質
問
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議
員　

町
は
、
学
校
給
食
食
材

高
騰
に
よ
る
保
護
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
補
助
金
を
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
物
価
高
騰
は
続
い
て
い

ま
す
。
新
年
度
も
給
食
費
の
保
護

者
負
担
軽
減
策
を
続
け
て
頂
き
た

い
。

学
校
教
育
課
長　

氷
川
町
で
は

平
成
29
年
度
か
ら
氷
川
町
産
の
米

価
差
額
補
助
金
、
ま
た
、
今
年
度

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

財
源
と
し
て
、
食
材
高
騰
等
へ
の

対
応
と
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
目

的
に
学
校
給
食
費
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
来
年
度
は
学
校
給
食

に
関
し
て
も
、
引
き
続
き
学
校
給

食
の
安
心
、
安
全
で
安
定
し
た
提

供
と
、
保
護
者
の
負
担
増
と
な
ら

な
い
よ
う
に
努
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

氷
川
町
も
給
食
の
無
償
化
を

議
員　

全
国
で
も
給
食
費
の
保

護
者
負
担
軽
減
を
行
っ
た
自
治
体

は
約
８
割
を
超
え
、
な
か
に
は
給

食
費
無
償
化
を
行
う
自
治
体
が
あ

り
ま
す
。
氷
川
町
も
少
子
化
対
策

と
し
て
、
給
食
の
無
償
化
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

学
校
教
育
課
長　

学
校
給
食
は
、

学
校
給
食
法
で
負
担
が
示
さ
れ
て

お
り
、
食
材
費
等
の
費
用
を
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
ご
負
担
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
県
内
に
は
無
償
化

に
取
り
組
む
自
治
体
も
あ
り
ま
す

が
、
町
の
財
政
負
担
等
を
考
慮
し
、

完
全
無
償
化
は
難
し
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

議
員　

私
の
試
算
で
は
氷
川
町

の
予
算
の
約
０
・
７
％
あ
れ
ば
出

来
る
と
考
え
ま
す
。
無
償
化
を
ぜ

ひ
検
討
し
て
下
さ
い
。

吉川 義雄 議員

学校給食保護者負担
継続を

保護者負担増とならな
努力する

軽減の

いように

建
設
下
水
道
課
長　

最
終
的
な

結
果
報
告
ま
で
に
は
至
っ
て
な
い

の
で
現
時
点
で
お
答
え
し
ま
す
。

建
設
に
か
か
る
概
算
事
業
や
日
影

の
状
況
、
将
来
的
に
考
え
て
も
空

室
が
出
な
い
こ
と
な
ど
総
合
的
に

判
断
し
、
40
戸
か
ら
50
戸
の
住
宅

建
設
を
す
る
方
向
で
、
民
間
活
力

の
導
入
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
事
業
者
の
公
募

を
行
い
、
令
和
６
年
度
か
ら
８
年

度
に
か
け
て
既
存
施
設
の
解
体
、

住
宅
の
設
計
及
び
建
設
を
行
い
、

令
和
９
年
度
か
ら
入
居
開
始
に
な

る
予
定
で
す
。

議
員　

こ
の
地
域
優
良
住
宅
を

建
て
る
目
的
は
ど
の
様
に
考
え
て

い
ま
す
か
。
ま
た
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の

熊
本
進
出
に
１
兆
円
規
模
の
事
業

費
が
見
込
ま
れ
、
人
、
物
の
流
れ

が
将
来
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
40
戸
、
50
戸
の
住

宅
政
策
で
安
全
策
も
わ
か
り
ま
す

が
、
２
０
４
０
年
人
口
が
６
０
０

０
人
に
な
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る

中
で
住
宅
政
策
を
促
進
す
る
為
に

も
80
戸
、
90
戸
の
住
宅
政
策
し
、

現
在
１
万
１
０
０
０
人
の
街
の
人

口
を
合
併
当
初
の
１
万
５
０
０
０

人
ま
で
戻
す
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
良
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
か
か

る
事
業
費
も
今
回
だ
け
は
、
国
か

ら
の
補
助
が
総
事
業
費
の
半
分
、

民
間
活
用
に
よ
り
残
り
の
半
分
は

民
間
が
負
担
す
る
事
業
で
、
町
は

解
体
費
用
と
土
地
の
提
供
と
い
う
、

二
度
と
無
い
か
も
し
れ
な
い
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
こ
れ
か
ら
議
会
の
全

員
協
議
会
等
で
も
議
論
し
、
３
月

議
会
ま
で
調
査
し
て
い
き
ま
す
が

ど
の
様
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

若
者
を
メ
イ
ン
に

住
宅
政
策
を
総
合
的
に
進
め
る

町
長　

若
者
の
移
住
定
住
が
メ

イ
ン
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
う

い
っ
た
住
宅
の
建
設
設
計
に
な
っ

て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
の
話
で
す
が
中
心
は
菊
陽
周

辺
に
住
宅
が
ど
ん
ど
ん
出
来
て
い

ま
す
が
そ
れ
で
も
住
宅
が
不
足
し

て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
我
が

町
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
か
ら
30

分
か
40
分
の
通
勤
圏
に
な
る
わ
け

で
す
か
ら
、
住
宅
の
受
け
皿
に
な

る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
今
回
の
住
宅
建
設
は
私
が
就

任
し
て
初
め
て
、
民
間
と
タ
イ

ア
ッ
プ
す
る
事
業
で
す
の
で
、
議

会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
是
非

こ
の
住
宅
政
策
を
成
功
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
併
せ

て
空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
、
住
宅

政
策
の
第
２
段
、
第
３
段
と
総
合

的
に
進
め
て
い
き
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　一般質問は、議員が町政全般について現状や方針を
問うものです。1議員の質問時間は答弁を含めて60分
です。（議会開会前の議会運営委員会で質問時間が決
定されます。）

　掲載している記事は質問
順番で、質問議員が自ら要
約したものです。質問議員
の原稿を広報委員会が編集
したものです。
　一般質問などの議事録は、
議会ホームページでご覧い
ただけます。また、議会事
務局にも議事録があります
のでご覧いただけます。

　

持
ち
込
み
ご
み
の
対
策
を

議
員　

氷
川
町
の
ご
み
処
理
は

栫
地
区
に
あ
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
︵
八
代
生
活
環
境
事
務
組

合
︶
で
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

令
和
５
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
、

そ
の
後
は
八
代
市
環
境
セ
ン
タ
ー

︵
エ
コ
エ
イ
ト
や
つ
し
ろ
︶
で
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が

　

現
在
、
直
接
持
ち
込
ん
で
い
る

ご
み
は
エ
コ
エ
イ
ト
に
は
持
ち
込

み
が
で
き
な
い
と
な
っ
て
い
る
が
、

持
ち
込
み
ご
み
は
今
後
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
か
。

町
民
課
長　

資
源
物
及
び
不
燃

物
は
、
現
行
の
ま
ま
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
収
集
処
理
を
行
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
燃
え
る
ご
み
の

エ
コ
エ
イ
ト
へ
の
持
ち
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
業
者
へ
処
理
を
依

頼
し
て
頂
く
事
に
な
り
ま
す
。

議
員　

家
庭
か
ら
出
る
庭
木
、

樹
木
の
選
定
ゴ
ミ
な
ど
の
処
理
は

今
後
ど
う
な
り
ま
す
か
。

町
民
課
長　

剪
定
く
ず
等
を
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
場
合
は
、
八

代
市
の
基
準
に
沿
っ
た
形
で
お
願

い
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

議
員　

持
ち
こ
み
が
出
来
な
く

な
る
こ
と
で
困
る
人
が
出
て
く
る
。

ま
だ
時
間
あ
る
の
で
他
の
対
策
を

検
討
す
る
べ
き
で
す
。
ぜ
ひ
お
願

い
し
ま
す
。

吉川 義雄 議員飯田 健二 議員

人が経済、経済が人・移住定
住政策の要、警察跡地の住宅
整備事業はどうなっているか
40戸から50戸の住宅を、民間活
力の導入可能性を調査している

そこが 　 きたい聞
一般質問

飯田 健二 議員

次
の
ペ
ー
ジ
は　

全
員
協
議
会
・
議
会
活
動
日
誌
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12
月
定
例
議
会
終
了
後
、

建
設
下
水
道
課
長
か
ら
旧

氷
川
警
察
署
跡
地
に
進
め

ら
れ
て
い
る
住
宅
建
設
計

画
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
計
画
構
想
は
、

４
階
建
て
入
居
戸
数
40
戸

～
50
戸
、
10
階
建
て
80
戸

～
90
戸
の
各
概
算
予
算
。

近
隣
住
民
へ
の
日
照
問
題
、

入
居
戸
数
に
応
じ
た
駐
車

場
台
数
の
確
保
等
に
つ
い

て
素
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
報
告
を
受
け
、
議

員
か
ら
質
問
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。

　
﹁
40
戸
～
50
戸
で
は
町

民
だ
け
で
埋
ま
っ
て
し
ま

う
﹂﹁
人
口
増
加
政
策
の

た
め
80
戸
～
90
戸
も
選
択

肢
の
ひ
と
つ
﹂﹁
山
都
町

が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
住
宅
を

完
成
さ
せ
て
い
る
が
、
家

賃
は
５
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
本
町
は
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
か
﹂﹁
若
者
の

定
住
住
宅
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
若
者
が
何
を
望

ん
で
い
る
か
の
調
査
を
し

た
事
は
あ
る
の
か
、
人
口

を
減
ら
さ
な
い
た
め
に
や

る
住
宅
政
策
な
ら
そ
の
努

力
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
﹂
な
ど
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

後
日
、
宮
原
地
区
在
住

の
議
員
会
議
が
開
か
れ
、

そ
こ
で
も
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
ス
ケ
ー
ル
、
駐
車
場
の

確
保
、
出
入
り
口
の
安
全

対
策
、
日
影
の
問
題
、
民

間
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
建

て
る
メ
リ
ッ
ト
、
国
か
ら

の
特
別
な
助
成
事
業
で
あ

る
事
な
ど
を
共
通
理
解
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

次
の
ペ
ー
ジ
は　

議
会
研
修
・
一
部
事
務
組
合

　

町
が
進
め
て
い
る
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
、

氷
川
町
Ｃ
Ｄ
Ｏ
補
佐
官
の
横
山
さ
ん

︵
総
務
省
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
︶
か
ら
、
本
町
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組

み
の
現
状
、
ま
た
、
全
国
各
地
の
Ｄ

Ｘ
の
成
功
事
例
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
げ
る
対
策
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
安
全
性
や
促
進
す
る

事
の
必
要
性
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
が

Ｄ
Ｘ
に
よ
っ
て
ど
の
様
に
変
化
し
て

い
く
の
か
。
に
つ
い
て
詳
し
く
講
義

が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

推
進
や
Ｄ
Ｘ
業
務
の
可
視
化
が
不
可

欠
で
は
な
い
か
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

全
員
協
議
会

主な議会活動日誌 10月～1月
月　日 行　事　内　容

10月14日 第48回熊本県い業大会（い草・い製品品評会）
表彰式

10月24日 熊本県後期高齢者医療広域連合議会
（全員協議会・定例会）

10月25日 氷川町議会　臨時会

10月27日 第17回九州・沖縄防衛議員連盟連絡協議会総会

11月  5日 熊本県教育委員会指定「地域学校協働活動モデ
ル地域指定事業」コミュニティスクールの日

11月  9日
12月  6日
  1月12日

監査　例月現金出納検査

11月24日
11月30日 議会運営委員会

11月27日 町民体育祭（グラウンドゴルフ大会）

12月  8日
～15日 氷川町議会12月定例会

12月22月
～1月24日 氷川町議会広報調査特別委員会

12月27日 台湾向け晩白柚出発式

12月28日 氷川町消防団年末警戒及び出発式

  1月  3日 氷川町二十歳の集い　（旧成人式）

  1月15日 氷川町消防団出初式

  1月24日 第40回熊日郡市対抗女子駅伝大会・第49回郡
市対抗熊日駅伝大会八代郡選手団結団式

  1月24日 八代生活環境事務組合議会
（正副議長及び議会選出監査委員会議）

  1月26日 氷川町議会　臨時会

  1月30日 八代生活環境事務組合議会定例会
（全員協議会・議案説明会）

  1月30日 氷川町健康づくり推進協議会

  1月31日 八代広域行政事務組合議会
（正副議長等会議）

氷川中学校

竜北中学校

11/5　コミュニティスクールの日

1/15　氷川町消防団出初式（竜北グラウンド）

12/28　消防団年末警戒出発式（役場駐車場）

1/3　氷川町二十歳の集い（竜北体育センター）

氷川町のDX推進
に向けて

氷川町CDO（最高デジタル責任者）補佐官横山氏が説明

旧氷川警察署跡地に住宅建設

全
員
協
議
会
と
は
﹁
議
案
の
審
査
又
は
議
会
の
運
営

に
関
し
協
議
又
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場
﹂︵
法
律
上

明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
会
議
︶。
具
体
例
①
②
略
、

③
町
村
長
に
よ
る
事
前
説
明
及
び
意
見
の
聴
取
⋮
町
村

長
が
、
議
会
に
提
案
予
定
の
案
件
に
つ
い
て
の
事
前
説

明
を
行
う
、
財
政
運
営
上
の
重
要
問
題
等
に
つ
い
て
意

見
を
求
め
る
場
合
。︵
議
員
必
携
第
８
章
全
員
協
議
会

よ
り
抜
粋
︶

旧
氷
川
警
察
署
跡
地
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一
部
事
務
組
合
報
告

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

令
和
４
年
10
月
定
例
会
報
告

　

令
和
４
年
10
月
定
例
会
が
10
月
13
日
に
開
会
さ
れ
、
令
和

３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
専
決
処
分
の
報
告
及
び

承
認
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
２
件
、
条
例
の
制
定
１
件
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
11
月
１
日
に
本
会
議
が
再
開
さ
れ
、
提
案
さ
れ

た
議
案
は
全
て
賛
成
で
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
の
一
部
改
正
の
主
な
内
容
は
、

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
伴
う

も
の
で
、
育
児
休
業
の
取
得
の
回
数
制
限
の
緩
和
等
に
関
す

る
規
定
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

　

職
員
の
定
年
引
上
げ
に
関
す
る
も
の
で
、
国
家
公
務
員
を

基
準
と
し
て
定
年
の
段
階
的
引
上
げ
等
を
行
う
も
の
で
す
。

氷
川
町
及
び
八
代
市
中
学
校
組
合
議
会

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
報
告

　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
が
11
月
11
日
に
開
会
さ
れ
、
専

決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
２
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
規

約
の
一
部
変
更
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
が
提
案
さ
れ
、
議
案
は
全
て
賛
成
で
承
認
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

専
決
処
分
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶
で
物
価

高
騰
に
お
け
る
給
食
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

学
校
給
食
費
補
助
金
76
万
１
千
円
を
専
決
処
分
し
た
も
の
で

す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
２
号
︶
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
学
校

運
営
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
臨
時
休
校
も
少
な
く
な
っ
た
こ
と
。

　

ま
た
、
プ
ー
ル
授
業
も
多
く
行
わ
れ
予
算
に
不
足
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
87
万
３
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

八
代
生
活
環
境
事
務
組
合
議
会

令
和
４
年
度
第
２
回
定
例
会
報
告

　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
が
、
10
月
14
日
に
開
会
さ
れ
、

専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
が
８
件
、
令
和
３
年
度
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
令
和
３
年
度
水
道
事
業
会
計
利
益

の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
、
令
和
４
年
度
補
正
予
算
２
件
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
は
職
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
職
員
、
フ

ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
職
員
の
期
末
手
当
を
支
給
率
の
変
更
。

期
末
手
当
の
支
給
率
の
変
更
に
よ
る
関
連
す
る
予
算
の
補
正

が
主
な
も
の
で
す
。

　

令
和
４
年
10
月
28
日
本
会
議
が
再
開
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た

議
案
は
全
て
賛
成
で
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
発
議

八
代
生
活
環
境
事
務
組
合
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

︵
改
正
の
内
容
︶

　

組
合
議
員
の
議
会
欠
席
届
け
出
に
関
し
て
﹁
議
員
は
、
事

故
の
た
め
﹂
を
﹁
議
員
は
、
公
務
、
傷
病
、
出
産
、
育
児
、

看
護
、
介
護
、
配
偶
者
の
出
産
補
助
そ
の
他
の
や
む
を
得
な

い
事
由
の
た
め
﹂
に
改
正
す
る
条
例
案
が
提
案
さ
れ
、
全
員

賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
10
月
14
日
︵
金
︶
午
後
２
時
か
ら
、

ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス
︵
八
代
市
︶
に
お
い
て
、
第

48
回
熊
本
県
い
業
大
会
︵
い
草
・
い
製
品
品
評

会
︶
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
氷
川
町
議
会
い

業
振
興
議
員
連
盟　

上
田
健
一
会
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

氷
川
町
、
八
代
市
、
宇
城
市
か
ら
、
い
草
部

門
１
２
９
点
・
い
製
品
部
門
１
０
４
点
、
合
計

２
３
３
点
の
出
点
が
あ
り
、
本
町
か
ら
、
い
草

の
部
３
人
・
い
製
品
の
部
︵
一
種
︶
８
人
・
い

製
品
の
部
︵
三
種
︶
２
人
の
入
賞
が
あ
り
ま
し

た
。

　

令
和
４
年
10
月
24
日
︵
月
︶
熊
本
県
市
町
村

自
治
会
館
本
館
︵
熊
本
市
︶
に
お
い
て
、
令
和

４
年
第
２
回
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
氷
川
町
選
出
の

三
浦
賢
治
、
同
広
域
連
合
議
会
議
員
が
出
席
し
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
の
全
員
協
議
会
終
了
後
、

定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、

承
認
４
件
・
認
定
２
件
・
可
決
２
件
の
す
べ
て

賛
成
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
10
月
27
日
︵
木
︶
午
後
２
時
か
ら
、

く
ま
も
と
新
都
心
プ
ラ
ザ
︵
熊
本
市
︶
に
お
い

て
、
第
17
回
九
州
・
沖
縄
防
衛
議
員
連
盟
連
絡

協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
氷
川
町
議
会
議
員

防
衛
議
員
連
盟　

上
田
俊
孝
会
長
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
後
、﹁
災
害
派
遣
活
動
状
況
報
告
﹂・

﹁
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
と
西
部

方
面
隊
の
取
組
﹂
と
題
し
た
講
和
が
あ
り
ま
し

た
。
来
年
度
は
、
福
岡
県
で
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
11
月
24
日
︵
木
︶
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊

本
︵
益
城
町
︶
で
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
と
議
会
広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

氷
川
町
か
ら
は
、
吉
川
義
雄
、
長
尾
憲
二
郎
、

片
山
裕
治
、
飯
田
健
二
議
会
広
報
委
員
と
山
本
議

会
事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
大
津
町
が
特
選
、
あ
さ
ぎ
り
町
、

津
奈
木
町
が
入
選
、
小
国
町
と
苓
北
町
が
特
別
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　

表
彰
の
後
、﹁
何
が
、
ど
う
違
う
の
か
～
創
意

工
夫
の
取
り
組
み
に
学
ぶ
﹂
と
題
し
て
、
熊
本
大

学
客
員
教
授
の
越
地
真
一
郎
氏
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
、
受
賞
５
町
の
広
報
担
当
者
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
紙
は
﹁
伝
え
る
こ
と
﹂﹁
伝
わ
る
か
﹂

﹁
読
ん
で
も
ら
え
る
か
﹂
な
ど
大
変
有
意
義
な
研

修
会
で
し
た
。
今
後
氷
川
町
議
会
だ
よ
り
の
紙
面

づ
く
り
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令和4年度町村議会広報研修会
第16回熊本県町村議会広報コンクール表彰式

第
48
回
熊
本
県
い
業
大
会

（
い
草・い
製
品
品
評
会
）表
彰
式

第
17
回
九
州・沖
縄
防
衛

議
員
連
盟
連
絡
協
議
会
総
会

令
和
４
年
第
２
回

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
定
例
会

他
団
体
と
共
同
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

氷川中学校

八代広域行政事務組合本部

次
の
ペ
ー
ジ
は　

ひ
と
・
編
集
後
記



　

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
再
拡
大
し
、
特
に
高
齢
者
で
亡
く
な
る

方
が
増
え
て
い
ま
す
。
も
う
一
度
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
し

な
く
て
は
と
思
い
ま
す
。

　

氷
川
町
二
十
歳
の
集
い
が
家
族
、
来
賓
者
も
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
若
い
力
に
感
動
し
ま
し
た
。
新
し
い
年
は

希
望
が
あ
ふ
れ
る
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

12
月
議
会
で
、
旧
氷
川
警
察
署
跡
地
へ
の
住
宅
建
設
事
業

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
藤
本
町
長
は
「
私
が
取
り
組
む
初

め
て
の
住
宅
政
策
で
す
。」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
過
疎

化
が
進
む
中
、
氷
川
町
の
未
来
を
託
す
事
業
で
す
。
み
ん
な

の
英
知
を
集
め
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

（
吉
川
）

発
行
責
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者　

米
村　
　

洋

委
員
長　
　
　

吉
川　

義
雄

副
委
員
長　
　

長
尾
憲
二
郎

委
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片
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裕
治

委
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飯
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集
後
記
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ひ
と72歳からチャレンジ

　初めまして、氷川町鹿島の前﨑幸宏と申します。料亭田
河さんの隣に同級生の土地を借りて焼き芋を販売していま
す。阿蘇までシルクスイートを買い付けに行っていましたが、
もっと安価にお客様に提供したいと思い、これまでの農業
の経験を生かし自らシルクスイートの栽培にもチャレンジ
しました。

　最新型の石焼き芋の機械も購入し不慣れな
中で研究を重ね、シルクスイートの美味しさ
の特徴でもあるネットリとした食感に食欲を
そそる濃ゆい甘味を出す製法ができました。
　残りの人生をお客様と触れ合い、楽しく過
ごして行きたいと思っています。
　これから、シルクスイートの栽培もコツを
つかんで少しでも安く、喜んでいただける焼
き芋を作って行きます。また、予約販売も始
めます。

　

令
和
５
年
1
月
15
日
、
竜
北
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
氷
川
町
消
防
団
の
出

初
式
及
び
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
消
防
団
活
動
を
永
年

勤
続
し
て
い
る
団
員
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
初
期
消
火

で
被
害
の
拡
大
を
未
然
に
防
い
だ

住
民
へ
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
式
典
の
後
、
各
団
に
よ
る

「
通
常
点
検
」
が
行
わ
れ
、
第
７

分
団
が
優
秀
な
成
績
で
優
勝
し
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
紙
の
ひ
と
こ
と

（写真撮影のためマスクをとってもらいました。）
取材　広報委員会 吉川・飯田

プロフィール　昭和25年生まれ、自営業　鹿島在住
　　　　　　　連絡先　携帯090－4587－5391

こだわりの芋で美味しい焼き芋を

　　前
まえ

﨑
ざき

 幸
ゆき

宏
ひろ

さん
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